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長い歴史とともに
中央公民館 主幹 中野 善文

中央公民館は今年で開館９７年である。昭和２年に開館後、昭和２０年鹿児島空襲で戦禍を受け、

壁構造を残し破損焼失。昭和２４年に復旧工事を施し、「鹿児島市中央公民館」と改称され、現在

に至っている。

これだけ長い歴史があると、来館者の中には幼いころから中央公民館を見続け、公民館の歴史と

共に歩んで来られた方々もいる。来館された際に昔の話を聞くと、「このあたりは戦争で建物がな

くなってね。焼野原だったのよ。中央公民館も空襲にあってね・・・。」といった戦争中の話や「昔

の講座でね、ＬＰレコードで音楽を聴く講座があってね・・・。」といった昔あった講座の話など、

中央公民館のこれまでの出来事をたくさん教えていただける。昔を知る方々の話を聞くと、毎回新

たな発見や驚きがあり、時にはタイムスリップした気分になって、当時に思いをはせたりするもの

である。また、話の中で、相手の方々が中央公民館のことを常に気にかけ、大事に思ってくださっ

ていることが分かり、とても嬉しい気持ちになる。

このように、たくさんの市民の皆様に見守られ、すばらしい歴史を持つ中央公民館を誇りに思う。

これからもこうした誇りを胸に、中央公民館とともに歩んでいこうと思う。市民の皆様にもぜひ中

央公民館に来館していただき、これまでの長い歴史を体感していただきたい。

１０月１７日(木)、中央地域人権問題研修会を開催し、保護者、地域の方々など約１２０名の方

が参加されました。鹿児島市立福平中学校校長の大田恭一郎先生を講師にお招きし、「なくそう差

別、築こう明るい社会」のテーマで、今日のさまざまな差別問題、それらの解消に向けた法律や施

策などの動き、身近な場面で起こる問題への考え方などについてお話しいただき

ました。講話の途中で、いろいろなケースをもとに参加者同士で話し合ったり、

資料を読んで一人一人で考えたりする場が設けられたことで、身近に起こり得る

問題を自分のこととして考え、講話の内容をより深く理解することができました。

差別のない明るい社会を築くためには、気付きや理

解にとどまらず、小さなことからでも行動に移すこと

が大事であることを話されました。「人権を尊重する」

とは、「自分のことも大切に、他の人のことも大切にす

る」ことです。私たち一人一人がそのことを忘れず、

日々の生活の中で言葉に出したり行動したりすること

で、思いやりの心に満ちた、住みよい社会づくりを目

指していきましょう。

地域公民館の公民館だより
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自主・利用学習グループ紹介

後期講座がスタートしました！

スマートフォンに変えて５年、知ら

ないとは言え、こんなに便利な機能

があるなんて、今までずいぶん損をし

ていたと思います。

先生の説明がていねいで、「か

わいい」、「じょうず」の誉め言葉を

かけていただき、皆さん楽しく学習で

きました。

楽しくヨガをすることができました。身

体がほぐれました。

初めて自分の体とじっくり向き合い、

たくさんの気付きがありました。

10月２日(水)、中央地域家庭教育研修会を開催し、幼稚園、

小・中学校の保護者や先生方、62名が参加しました。テーマは「心豊

かにたくましく生きる子どもたちをはぐくむ家庭教育のあり方につい

て」で、全体会では、集成幼稚園、大龍小学校、坂元小学校、鹿児島

玉龍中学校の実践事例が発表されました。引き続き行った分科会では、

保護者と園・学校、保護者間のつながりをどう築くか、楽しく充実し

た活動にするにはどうすればよいかなどについて、活発に意見が交わ

されました。

【参加者の感想より】

〇 PTAの加入率が減少しつつあったり、予算や参加者が減ったりと困りごとがあるが、地域をまきこんだりボランティアを募った

り、いろんな工夫があるんだと学びになりました。

〇 共働き家庭が増える中、縮小ばかりを考えていたが、自分たちの学びの場の確保に動いていかないといけないと感じた。

〇 普段なかなか保護者の方と交流する機会がないので、いろんな方の意見を聞くことができて有意義な時間になりました。

ふれあい歌の会(歌謡)
ふれあい歌の会は、1994年発足と歴史も古く、６０名ほどで始まった教室です。以前は練習の後、

食事に行ったり、カラオケで練習したりと楽しくやっていました。その後、新型コロナウイルス感

染症の影響や高齢化により、次第に人数も少なくなってきました。

堀籠和憲先生の熱心な御指導は、とても分かりやすく、特に、始めに行う発声練習は、ありがたい

ことです。声を出すということはとても体によく、また、中央公

民館に月に２回出かけていくことは、新しい人間関係づくりにも

つながり、毎回楽しみに参加しています。初心者の方も大歓迎で

す。どうぞ仲間にお入りください。待っています！

※ ふれあい歌の会は、毎月第２・第４月曜日の午前１０時から１２時まで

活動しています。興味のある方は、お気軽に見学にお越しください。 今年１月の総合文化祭での舞台発表

１０月から後期の公民館講座が始まりました。１９の講座に延べ１５９１人の応募があり、抽選の結果

９７７人の方の受講が決定しました。

はじめてのスマートフォン【後期】 消しゴムはんこ教室 シニアリフレッシュヨガ

中央地域家庭教育研修会


